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危機管理に関するポリシー 

 

背景 

アステラスは、危機的な事象が発生した時に、柔軟、タイムリーかつ効果的に対応することを

可能とするグローバル体制を規定する危機管理に関するグローバルポリシーを策定しました。

本ポリシーは、適切な優先順位付けとグローバルに一貫したアプローチにより、重大な事象の

積極的な特定、評価及び対応に関するアステラスの業務手順を反映したものです。 

 

ポリシー 

アステラスでは、危機的な事象を、予期できない重大な特定の状況で、直ちに対処しなかった

場合や不適切な対処をした場合、アステラスの外部要因や内部要因に深刻な悪影響を及ぼす可

能性があるもの、と定義しています。危機的な事象は、いまだ健在化していないものの、不適

切な対処をした場合やタイムリーに対処しなかった場合に、重大な悪影響を引き起こす可能性

がある状況も含みます。 

 

危機的な事象の事例としては、患者さんの安全、社会的責任、事業運営、コンプライアンス問

題、従業員の安全に関する状況が含まれますが、これらに限定されるものではありません。 

 

本ポリシーにおいて、グローバルおよび各地域単位で役割と責任が特定され、事象の報告をす

るための伝達経路が定められています。本ポリシーは、危機的な事象に対応するための手順も

定めています。 

 

実際の事業環境において本ポリシーを適用することにより、危機的な事象に起因するアステラ

スの事業活動および社会全体への潜在的な悪影響に対して、適切かつタイムリーに対処するこ

とができます。 


	Background
	Policy



